
 
セミナー：資源開発と先住民族、そしてＣＳＲ 

日時： 2007年 10月 5日（金）14:00～17:00 
場所： 地球環境パートナーシップオフィス会議室 
主催： 地球・人間環境フォーラム 
 
 
多くの資源を海外に依存する日本。今、日本は官民ともに国益をかけて海外の資源獲得を
目指しています。しかし、資源開発の現場では私たちの思いもよらないような影響が生じ
ています。 
たとえば、ニューカレドニアの南部地域で、現在、大規模なニッケル開発が進められてい
ますが、現地では、サンゴ礁への土砂流入や排水による影響、また固有種の多い植物相へ
の影響など自然環境への影響が懸念されています。また、現地の先住民族カナックの人々
は、この事業に強く反対しています。 先祖代々利用していた土地や自然が壊されることが
大きな理由です。 
国際的な資源獲得競争が進む中、資源確保戦略にあたり、生産地における環境社会配慮を
確立していくため、国、企業、融資機関による、透明性の高い、確固たる政策の立案が求
められています。簡単な解答はなかなかありませんが、まずは現地の状況を知り、関係者
の間で議論を進めていく必要があります。 
このたび、地球・人間環境フォーラムでは、「資源開発と先住民族、そしてＣＳＲ」と題し
たセミナーを開催します。 
 
 
 
14:05-14:45 １．資源開発と先住民族の権利 
 谷口正次／資源・環境ジャーナリスト 

国連ゼロエミッションフォーラム理事 
 
14:50-15:50 ２．ニューカレドニア・ゴロニッケル開発 
  ラファエル・マプー／先住民族団体リブ・ヌー（大地の目）代表 
 
16:00-16:20 ３．意味のある協議と合意～ベトナム水資源開発の教訓 
  満田夏花／地球・人間環境フォーラム 
 
16:25-16:45 ４．先住民族の権利と企業：CSRの視点から 
  足立直樹／レスポンスアビリティ代表 
 
16:45-17:00 ５．質疑・ディスカッション                 （敬称略） 

 
 

 
 

＜問合先＞ 
地球・人間環境フォーラム 

〒１１３－００３３ 東京都文京区本郷３－４３－１６ 成田ビル３F 
Tel. 03-3813-9735 Fax: 03-3813-9737 

E-mail: contact@gef.or.jp 

プログラム 
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セミナー：資源開発と先住民族、そしてＣＳＲ 
 

～講演者略歴～ 

●谷口 正次(たにぐち・まさつぐ)／資源・環境ジャーナリスト 
国際連合大学ゼロエミッションフォーラム理事 

1960年九州工業大学鉱山工学科卒業後、小野田セメント株式会社に入社。1994年に秩父小野田株式会
社常務取締役、1996 年専務取締役、1998 年に太平洋セメント株式会社専務取締役を歴任。2001 年に屋
久島電工株式会社代表取締役社長（太平洋セメント株式会社専務取締役兼務）に就任、2004 年退任。現
在は、国連ゼロエミッションフォーラム理事、千葉商科大学大学院政策情報学研究科客員教授、産業界
ネットワーク代表などとして持続可能な社会構築に向けた活動に従事している。著書に『入門・資源危機』
(新評論／2005年）などがある。

●ラファエル・マプー／リブ・ヌー代表
ニューカレドニア南部のヤテ Yaté 村ウニア Unia 部族出身。1990-95 年：ヤテ村村長。現在は、ニューカ
レドニアの先住民族が、自らの権利と自然環境や文化を守るために結成した NGO「リブ・ヌー（大地の目）」
の代表を務め、ゴロニッケル開発事業の反対運動を展開している。

●足立 直樹（あだち・なおき）／サステナビリティ・プランナー、株式会社レスポンスアビリティ代表取締役
理学博士。1995年から2002年まで国立環境研究所で熱帯林の研究に従事。1999年から3年間のマレー
シア森林研究所勤務の後、コンサルタントとして独立。多くの先進企業の環境経営とCSRのコンサルティン
グを行っている。コンサルティングを通じて地域社会と地球環境の持続可能性を高める企業経営の推進を
支援している。

●満田 夏花（みつた・かんな）／地球・人間環境フォーラム
地球・人間環境フォーラム主任研究員。明治学院大学非常勤講師。2001～2004 年国際協力銀行（JBIC）
環境審査室に出向。現在は、「発展途上国における企業の社会的責任（CSR in Asia）」、「国際金融機関
の環境社会配慮」、「原材料調達のグリーン化支援調査」などの調査業務に従事している。

 
 

＜イベントのご案内＞ 
公開シンポジウム（「パーム油とCSR」第二部）

「生命輝くボルネオの森～保全にかかわる人と企業」

日時：2007年 10月 10日 18:30～21:00 

場所：東京国際フォーラム ホール D5

（住所：〒100-0005 東京都千代田区丸の内 3丁目 5番 1号）

プログラム：
「ボルネオの森をどう守るか～生活者の視点から」

「オランウータンの目からみたボルネオの森の保全と開発」
「日本企業とボルネオの生態系保全」など

参加費：1,000円（ボルネオ保全トラストに寄付されます）

申し込み・問い合わせ先：地球・人間環境フォーラム E-mail：event@gef.or.jp 

※加藤登紀子さんも出演します。

 

セミナー「資源開発と先住民族、そしてCSR」

2007年10月5日
主催：地球・人間環境フォーラム

http://www.gef.or.jp/activity/economy/sustainable/shigen2007_report.html



1

2007 10 5

2007 9 13

3.7 5.6%)

Global Compact (

)

ILO

10
2004 6 10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

AIDS

セミナー「資源開発と先住民族、そしてCSR」

2007年10月5日
主催：地球・人間環境フォーラム

http://www.gef.or.jp/activity/economy/sustainable/shigen2007_report.html



2

CVRD

PNG

セミナー「資源開発と先住民族、そしてCSR」

2007年10月5日
主催：地球・人間環境フォーラム

http://www.gef.or.jp/activity/economy/sustainable/shigen2007_report.html



3

PMC (Sandline International

Tim Spicer 

2006

(

( 2005 3 31
PNG

PNG 
85% (2005)

(

PNG

2007-1-31

2007-2-5

セミナー「資源開発と先住民族、そしてCSR」

2007年10月5日
主催：地球・人間環境フォーラム

http://www.gef.or.jp/activity/economy/sustainable/shigen2007_report.html



4

Marcopper)

セミナー「資源開発と先住民族、そしてCSR」

2007年10月5日
主催：地球・人間環境フォーラム

http://www.gef.or.jp/activity/economy/sustainable/shigen2007_report.html



5

Marcopper)

セミナー「資源開発と先住民族、そしてCSR」

2007年10月5日
主催：地球・人間環境フォーラム

http://www.gef.or.jp/activity/economy/sustainable/shigen2007_report.html



6

Brazilian Indians, angered by their poverty and poor 

health, protest plans to mark the 500th anniversary of 

the Portuguese arrival on the continent last year.

Tribes hope 

protest 

overshadows 

‘discovery’

celebration

Brazil Indians plan to crash party
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1

2007年10月5日
「資源開発と先住民族、そしてCSR」

意味のある協議と合意
ベトナム水資源開発を例に

地球・人間環境フォーラム

満田 夏花（みつた・かんな）
2

伸び盛りのベトナム

ADB, “Asian Development 
Outlook 2007 Update”

日本の対越直接投資の推移

ベトナムの経済成長率

3

インフラ建設ラッシュと
大規模非自発的住民移転

旺盛なインフラ建設のニーズ（道路、上下水
道、鉄道、電力）

ホーチミンの
道路建設事業と
運河改修事業
：6,000世帯以上
の住民移転

4

水資源開発と非自発的住民移転

1992-2006年に建設された、22カ所の重点
ダム建設案件により、住民19万3000人以上
が移転。そのほとんどが山岳少数民族

今後2010年までさ
らに20カ所以上の
水力発電所が稼働
を予定しており、約
13万人が立ち退き

JICAベトナム国電力セクターマスタープラン調査（2006.5）

5

事例：ソンラ・ダム

ベトナム北部ソンラ省

ベトナム電力公社

2005年本体工事着工
ダム高さ：138.1ｍ
発電容量：2,400MW
約9万人の住民移転
（248村落、10の少数民族）
↓

直接的な社会的
インパクト 6

移転のインパクトと住民協議
移転して、はじめて現実と直面する住民
（経済的な変化）
稲作する土地がなくなった、とうもろこしや大豆がとれなく
なった、従来のような焼畑ができなくなった
貨幣経済：今まで「ただ」で手に入っていた魚、小動物、果
実、ツタ、薬草などが、買わなければ手に入らなくなる
（文化および生活）
コミュニティの分断
不足する土地：移転先のコミュニティとの軋轢
文化、生活の急激な変化：長老の権威、村の意思決定の
仕組み、「カラオケ」「バイク」

説明はされるが協議はされない
移転により、自分たちの生活の何が変わるのか理解する
ことができない

参考：「住民移転により失われる生計手段と文化」（グローバルネット2007年9月）
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意味のある協議と
意味のある合意

FPIC＝自由意志にもとづく、事前の、情報を十分提供
された上での合意

（参考）国際協力銀行 環境社会配慮ガイドライン
プロジェクトが先住民族に影響を及ぼす場合、先住民族に関
する国際的な宣言や条約の考え方に沿って、土地及び資源
に関する先住民族の諸権利が尊重されるとともに、十分な情
報に基づいて先住民族の合意が得られるよう努めねばなら
ない。

プロジェクト計画の代替案を検討するような早期の段階から、
情報が公開された上で、地域住民等のステークホルダーと
の十分な協議を経て、その結果がプロジェクト内容に反映さ
れていることが必要

住民曰く：
「私たちは国を信じ、その方針に従いま
す」

＝本当に“社会的合意”？

→移転後に思わぬ事態に直面：過酷な生活環
境、生活レベルの低下

移転前
実施機関曰く：
「住民は事業の意義を理解し、移転にも賛
成しています」
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